
様式第２号（第５条関係・全体評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業種類別） 
 

 

部局名：農林部             

事業種名： 治山・森林管理道事業    

 

１  取組の概要 

 （各部局における埼玉県環境配慮方針（埼玉県環境保全率先実行計画）～公共事 

業関連～に基づく環境配慮の推進状況の概要を記述する。） 

 

 治山事業の実施に当たっては、木製品の積極的な利用や立木の伐採を最小限にとどめるな

どして、環境への負荷を軽減するよう努めた。また、再生砕石など、環境負荷の少ない資材

の利用に努めた。資材等の運搬にはモノレールを使用し、現地の地形や植生への影響を最小

限とするよう努めた。  

 森林管理道の整備に当たっては、環境対策型機械の使用などにより、環境配慮方針の実践

に努めた。再生資材利用の取組では、アスファルト合材及び下層路盤材に再生資源を利用し

た。  

 

２  主な成果 

（特に成果を上げることのできた環境配慮の内容を事例を用いて記述する。） 

（治山事業）  

・環境に配慮して、排出ガス対策型の建設機械を使用した。  

・筋工には再生可能な自然素材である間伐材を活用した。  

・透水性のある大型かご枠を施工し、濁水の発生を抑止し下流への土砂流出を予防した。  

・資材等運搬にはモノレールを使用し、現地の地形や植生への影響を最小限とするように努

めた。  

 

（森林管理道整備事業）  

・環境に配慮して、排出ガス対策型の建設機械を使用した。  

・表層工及び下層路盤工には、再生資源を利用した。  

 

３  今後の方針 

（環境配慮の充実に関する各部局の今後の考え方を記述する。） 

 

 治山事業では、木材の活用や適切な工法選択などにより、自然景観に配慮した施工に努め

る。また、治山構造物の設置箇所や工種の見直しなどにより、地形への改変を最小限に抑え

るなど、計画・設計段階からも環境への配慮をより強く意識する。  

 森林管理道整備事業では、木材や再生資材の積極的な活用などにより、環境への負荷の軽



減に努める。道路幅員の縮減や線形の選択などにより、地形への改変を最小限に抑えるなど、

計画・設計段階からも環境への配慮をより強く意識する。  

 

４ 課 題 

（環境配慮の充実のために解決が必要と考えられる課題があれば記述する。） 

  

 公共工事の実施に際しては、環境への配慮と同時にコストの縮減、品質の確保についても

求められている。このため、事業の計画・設計段階から施工段階を通して、自然環境への配

慮とともに、コスト縮減及び工事の品質確保が図ることのできる工種・工法の選択などにつ

いて、検討をする必要がある。  

 

 

５  事業一覧 

（様式第１号により個別評価を行った事業を列挙する。） 

    別表２のとおり 

 

 



別表２

　 個別評価事業一覧

番号 事業名 配慮事項・段階 該当チェック数 実施チェック数 環境配慮実施率 総合評価

1 復旧治山事業（人見入） 施工段階 6 6 100 5

2 緊急予防治山事業（境神） 施工段階 15 12 80 4

3 予防治山事業（三ツ山） 施工段階 18 16 88.9 4

4 予防治山事業（鎌ヶ入沢） 計画段階 6 5 83.3 4

5 予防治山事業（鎌ヶ入沢） 設計段階 16 13 81.3 4

6 予防治山事業（無位ノ入） 施工段階 14 13 92.9 5

7 予防治山事業（山ノ神） 施工段階 11 11 100 5

8 予防治山事業（舟ノ沢） 計画段階 2 1 50 2

9 予防治山事業（舟ノ沢） 設計段階 13 11 84.6 4

10 予防治山事業（青山） 計画段階 3 3 100 5

11 予防治山事業（青山） 設計段階 12 12 100 5

12 予防治山事業（青山） 施工段階 12 12 100 5

13 森林管理道開設事業（半納城峰線） 施工段階 15 11 73.3 3

14 森林管理道改良事業（西名栗線） 施工段階 4 3 75 3

15 森林管理道改良事業（平坂飛村線） 施工段階 5 4 80 4

16 森林管理道改良事業（大血川線） 施工段階 5 4 80 4

17 森林管理道舗装事業（萩平笠山線） 施工段階 16 12 75 3

18 森林管理道舗装事業（赤木慈光線） 施工段階 16 12 75 3

合計 189 161

事業年度：令和元年度

事業種名：治山、森林管理道整備事業

部局名：農林部　森づくり課



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名  農林部          課・所・室名  川越農林振興センター  

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道整備 事 業 名 復旧治山事業（人見入） 

事業の規模 法枠工4,750m2 実施場所 飯能市大字上名栗地内 

計 画 期 間 平成３０年度～令和２年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 工事施工箇所は森林管理道人見入線の終点上部に位置し、大規模な斜面崩壊が発生している。 

 この斜面を復旧するために法枠工を、下流への土砂流出防止対策のために土留工等を施工する。 

 工事箇所の下部には、人家14戸、県道500ｍ、市道100ｍ及び１級河川500mがある。 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 ５ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 工法の選定にあたり、法枠工枠内には植生基材による緑化を図ることとしているほか、斜面安定のための筋

工には間伐材を使用し、木材利用の推進を図っている。 

 また資材等の運搬にはモノレールを利用し、現地の地形や植生への影響を最小限とするように努めている。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 復旧治山事業（人見入）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✓ ✓ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

6 6

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

100

総合評価 5

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 緊急予防治山事業（境神） 

事業の規模 鋼管杭 ８本 実施場所 比企郡ときがわ町大字大野地内 

計 画 期 間 平成 30年度～令和元年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

町道の上部で地滑りが発生している。 

この斜面を復旧するために、平成30年度に鋼管杭による地滑り防止工事をおこなう。 

工事個所下部には人家が20戸、県道500ｍ、町道500ｍ、浄水場がある。 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境配慮型の機械を使用する。 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 緊急予防治山事業（境神）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✔ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✔ ✔

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

15 12

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

80

総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部       課・所・室名   秩父農林振興センター     

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（三ツ山） 

事業の規模 渓間工 

整備計画量 1.30ha 

実施場所 秩父市上吉田地内 

計 画 期 間 平成30年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 当該地域は、急峻な地形、風化の進んだ地質等の自然条件であり、渓岸侵食等により土砂が生産され、流

出するおそれがある。 

 工事箇所の下流には林道があるため、流出土砂により被災することの無いよう、治山ダムを設置する。 

 

 

 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 ・治山ダムの施工にあたり木製型枠を採用し、周辺環境に配慮した。 

 ・環境対策型建設機械を使用した。 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（三ツ山）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ ― ― 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ― ― 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ ✔ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ ✔ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ― ―

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

18 16

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

88.88888889

総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部       課・所・室名   秩父農林振興センター     

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（鎌ヶ入沢） 

事業の規模 渓間工 

整備計画量 0.05ha 

実施場所 長瀞町矢那瀬地内 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 計画段階 

事業の概要： 

 当該地域は、急峻な地形、風化の進んだ地質等の自然条件であり、渓岸侵食等により土砂が生産され、流

出するおそれがある。 

 工事箇所の下流には国県道や住居等があるため、流出土砂や流木により被災することの無いよう、治山ダ

ムを設置する。 

 

 

 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 再生砕石の利用により、環境負荷の少ない資材の使用に努めた。 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 希少野生生物の生息・生育状況の把握に努める。 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（鎌ヶ入沢）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個
別
事
項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

個別
事項

基本方向２ 配慮時期 チェック

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ ✔ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ 1-1①

個別
事項

個別
事項

個
別
事
項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

6 5

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計

83.33333333

総合評価 4

基本方向５ 配慮時期 チェック



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部       課・所・室名   秩父農林振興センター     

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（鎌ヶ入沢） 

事業の規模 渓間工 

整備計画量 0.05ha 

実施場所 長瀞町矢那瀬地内 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 設計段階 

事業の概要： 

 当該地域は、急峻な地形、風化の進んだ地質等の自然条件であり、渓岸侵食等により土砂が生産され、流

出するおそれがある。 

 工事箇所の下流には国県道や住居等があるため、流出土砂や流木により被災することの無いよう、治山ダ

ムを設置する。 

 

 

 

 

 

 

※別表－１を添付する。 

 

総合評価 ４ 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 再生砕石の利用により、環境負荷の少ない資材の使用に努めた。 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 希少野生生物の生息・生育状況の把握に努める。 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（鎌ヶ入沢）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個
別
事
項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と

の対応状況
限りある資源を大切にする循環型社会づくり

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と

の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

個別
事項

基本方向２ 配慮時期 チェック

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と

の対応状況

各種計画との整合等



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ― ― 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ ✔ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ ✔ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ ✔ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ― ― 

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

個別
事項

個別
事項

個
別
事
項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と

の対応状況
安心・安全な環境保全型社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と

の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

16 13

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と

の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計

81.25

総合評価 4

基本方向５ 配慮時期 チェック



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業(無位ノ入） 

事業の規模 施工面積 13.32ha 実施場所 比企郡ときがわ町西平地内 

計 画 期 間 平成28～30年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 渓流及び山腹の風化により地山の表面浸食が進行し、土砂崩壊の恐れがあるため、予防対策として谷止工

、土留工及び植栽工を実施して、斜面の安定と植生の導入を図る。 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 5 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・透水性のある大型かご枠を施工し、濁水の発生を抑止するとともに下流への土砂流出を予防した。 

・木製構造物として丸太筋工を採用するとともに、植栽工により早期の緑化を目指した。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（無位ノ入）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✔ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✔ ✔

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

14 13

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

93

総合評価 5

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業(山ノ神) 

事業の規模 谷止工 ２基 実施場所 児玉郡神川町大字矢納地内 

計 画 期 間 平成30年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

当該沢は、河床及び両岸は浸食されていた。 

当該沢の浸食防止と下流に続く安房沢への土砂の流入を防止するため、谷止工２基を施工する。 

工事箇所下部には、県道100ｍ、林道100ｍ、１級河川神流川、下久保ダムがある。 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 5 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境配慮型の機械を使用する。 

・支障木の伐採を最小限にする。 

・工事による濁水を下流に流さない。 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（山ノ神）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✔ ✔

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

11 11

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

100

総合評価 5

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（舟ノ沢） 

事業の規模 谷止工1基、土留工１基 実施場所 比企郡ときがわ町大字大野地内 

計 画 期 間 令和元年度～令和2年度 段 階 計画段階 

事業の概要： 

 豪雨及び地下湧水等により山腹斜面が崩壊し、その崩落土が渓流に堆積した不安定な状態にあり、下流域

への流出が懸念される。斜面の拡大崩壊の防止及び渓岸の侵食・不安定土砂の流出防止等を図るため、谷止

工、土留工及び山腹緑化工を実施する。 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 2 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

・地域住民や県民に対しての情報提供については、設計で施工内容が具体的になってから周知を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（舟ノ沢）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

2 1

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。
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総合評価 2

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（舟ノ沢） 

事業の規模 谷止工1基、土留工１基 実施場所 比企郡ときがわ町大字大野地内 

計 画 期 間 令和元年度～令和2年度 段 階 設計段階 

事業の概要： 

 豪雨及び地下湧水等により山腹斜面が崩壊し、その崩落土が渓流に堆積した不安定な状態にあり、下流域

への流出が懸念される。斜面の拡大崩壊の防止及び渓岸の侵食・不安定土砂の流出防止等を図るため、谷止

工、土留工及び山腹緑化工を実施する。 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境配慮型の機械を使用する。 

・木製構造物として丸太筋工を採用するとともに、植生マット等により早期の緑化を目指した。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（舟ノ沢）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✔ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✔ ✔

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

13 11

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。
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総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（青山） 

事業の規模 斜面安定工 450㎡ 実施場所 比企郡小川町大字青山地内 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 計画段階 

事業の概要： 

自然斜面において、災害が発生する可能性があるため、斜面安定工を行う。 

当該箇所は、住宅裏の幅35ｍ、高さ10ｍの範囲で、小さな崩壊が数箇所ある。 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 5 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・人家裏での施工となるため、計画段階から地元住民に情報提供を図った。 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（青山）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

3 3

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

100

総合評価 5

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（青山） 

事業の規模 斜面安定工 450㎡ 実施場所 比企郡小川町大字青山地内 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 設計段階 

事業の概要： 

 自然斜面において、災害が発生する可能性があるため、斜面安定工を行う。 

当該箇所は、住宅裏の幅35ｍ、高さ10ｍの範囲で、小さな崩壊が数箇所ある。 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境配慮型の機械を使用する。 

・樹木を可能な限り伐採しない工法を選択し、周辺の景観に調和するよう努める。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（青山）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✔ ✔

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

12 12

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

100

総合評価 5

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部   課・所・室名 寄居林業事務所     

 

事業の種類 ９治山・森林管理道整備 事 業 名 予防治山事業（青山） 

事業の規模 斜面安定工 450㎡ 実施場所 比企郡小川町大字青山地内 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 自然斜面において、災害が発生する可能性があるため、斜面安定工を行う。 

当該箇所は、住宅裏の幅35ｍ、高さ10ｍの範囲で、小さな崩壊が数箇所ある。 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 5 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境配慮型の機械を使用する。 

・樹木を可能な限り伐採しない工法を選択し、周辺の景観に調和するよう努めた。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 予防治山事業（青山）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✔ ✔

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✔ ✔

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

12 12

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

100

総合評価 5

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名   農林部          課・所・室名  秩父農林振興センター   

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道 事 業 名 森林管理道開設事業（半納城峰線） 

事業の規模 幅員3.5m 延長170m 実施場所 秩父市吉田石間地内 

計 画 期 間 平成２９～令和７年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 本事業は、秩父市吉田石間地区と皆野町上日野沢地区を結ぶ森林管理道開設事業である。当該林道は、森

林整備及び森林の循環利用の促進を図るため、また、生活道路並びに災害時の緊急迂回路として、地元等か

ら開設が望まれている。 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 3 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 森林管理道開設事業（半納城峰線）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ✔ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ✔ ✔ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✔ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✔ ✔ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ － 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ ✔ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ ✔ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ ✔ ✔ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ － 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ －

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ － 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ －

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✔ ✔ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○ －

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✔ ✔ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

15 11

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

73%

総合評価 3

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名    農林部        課・所・室名 川越農林振興センター（林業部）  

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道整備 事 業 名 森林管理道改良事業（西名栗線） 

事業の規模 幅員4.0～5.0m、延長195.0m 実施場所 飯能市大字上名栗地内 

計 画 期 間 平成29年度～令和元年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 法面の崩落箇所について改良工事を行い、通行の安全確保を図る。 

 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 ・地山の形状に沿った計画を行い、地形改変の低減に努める。 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 森林管理道改良事業（西名栗線）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✓ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

4 3

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

75%

総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名    農林部       課・所・室名 川越農林振興センター（林業部）  

 

事業の種類 ９ 治山、森林管理道整備 事 業 名 森林管理道改良事業（平坂飛村線） 

事業の規模 幅員4.0m、延長50.0m 実施場所 飯能市大字井上地内 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 法面に転石が点在している箇所について改良工事を行い、通行の安全確保を図る。 

 

 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

 ・地山の形状に沿った計画を行い、地形改変の低減に努める。 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 森林管理道改良事業（平坂飛村線）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✓ ✓ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✓ ✓ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✓ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

5 4

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

80%

総合評価 3

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名  農林部  課・所・室名 秩父農林振興センター  

 

事業の種類 ９ 治山・森林管理道 事 業 名 森林管理道改良事業（大血川線） 

事業の規模 幅員5.0m、延長488m 実施場所 秩父市大滝地内外 

計 画 期 間 令和元年度 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 本線は、国道140号線、秩父市道大滝幹線４号線、を通じて旧大滝村から秩父市街地へ通じる。木材搬出

や森林整備など林業用として活用されるだけでなく、三峰神社へのアクセス道としても利用されている。 

 本事業は、当該路線の三峰トンネルについて、漏水対策を実施し、施設の長寿命化を図るものである。 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・工事に使用する機械は、仕様書で排対型を指定した。 

 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 森林管理道改良事業（大血川線）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ － 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✓ ✓ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ － 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ － 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✓ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ － 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ － 1-2④

個別
事項

個別
事項

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ － 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ － 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ － 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ － 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ － 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ － 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ －

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ － 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ －

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

基本方向４ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○ －

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ － 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

5 4

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

実施率 合計

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

80.0

総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名  農林部           課・所・室名 寄居林業事務所         

 

事業の種類 ９ 治山・森林管理道整備 事 業 名 森林管理舗装事業（萩平笠山線） 

事業の規模 延長361m 表層工1719.0m2 実施場所 秩父郡東秩父村大字御堂地内 

計 画 期 間 H24～R3 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 比企西部林道のひとつである本林道は、東秩父村大字御堂と小川町大字腰越とを結ぶ連絡林道であり、東

秩父村、小川町、ときがわ町のアクセス道として利用されている。 

しかしながら、開設後16年経過して路面の浸食が著しく、間伐を中心とした森林施業に影響を及ぼしている

ため、舗装を整備することによりこの問題を解消するとともに維持管理費の軽減を図る。 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 4 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境に配慮し、排出ガス対策型の建設機械を使用した。 

・アスファルト合材および下層路盤材に再生資源を活用した。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 森林管理舗装事業（萩平笠山線）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✓ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✓ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✓ ✓ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✓ ✓ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✓ ✓ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ ✓ ✓ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ ✓ ✓ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ ✓ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✓ ✓

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✓ ✓

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✓ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

16 12

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

80.0%

総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計



様式第１号（第５条関係・個別評価） 

 

環境配慮推進状況評価表（事業別） 

 

部局名  農林部           課・所・室名 寄居林業事務所         

 

事業の種類 ９ 治山・森林管理道整備 事 業 名 森林管理道舗装事業（赤木慈光線） 

事業の規模 延長893m 表層工4305.9m2 実施場所 比企郡小川町大字上古寺地内 

計 画 期 間 H24～R2 段 階 施工段階 

事業の概要： 

 本線は比企地域連絡林道の１つで、ときがわ町と小川町を結び、森林整備路網を形成する路線である。 

 本線には縦断勾配が急な箇所があり、路面洗掘等により林業用車両の通行に支障があることから、舗装を

行い機能維持を図る。 

 

 

 

 

※別表１を添付する。 

 

総合評価 3 

 

【記入方法】 

   評価基準に基づき評価を行った総合評価を記入する。 

 

 特に配慮した事項 

・環境に配慮し、排出ガス対策型の建設機械を使用した。 

・アスファルト合材および下層路盤材に再生資源を活用した。 

 

 

 

 

 

 配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記入方法】 

１ 「特に配慮した事項」欄は、事業実施に当たって、特に配慮した事項とその内容について記入する。 

なお、総合評価が４以上の事業にあっては、その評価に値する措置の内容について、必ず記入する。 

２ 「配慮できなかった事項及び理由、又は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄は、事業実施に

当たって、特に配慮できなかった事項及びその理由や配慮すべき事項について記入する。 

なお、総合評価が２以下の事業にあっては、配慮が欠けることとなった理由等について、必ず記入す

る。 

総合評価が３以上の事業についても、今後の事業にあたっての配慮すべき事項について、記入する。 

 



別表１　９　治山、森林管理道整備に関する環境配慮方針

事業名 森林管理道舗装事業（赤木慈光線）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

① 自然の改変の少ない工事、工法を検討する。 ○ ○ ○ ✓ 2-1①,2-2②④

②
地域住民や県民に対し、環境に配慮した整備・維持管理の重
要性についての情報提供を図る。

○ ○ ○ ○ ✓ 3-1①

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　地球温暖化対策の総合的推進

①
工事用車両の運行時間、台数等を工夫するとともに、工事の
計画的な執行に努める。

○ ○ ✓ ✓ 1-1②

後掲（森林の整備と保全）

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　廃棄物の減量化・循環利用の推進

① 建設廃棄物の発生の抑制、再資源化を推進する。 ○ ○ ✓ ✓ 1-2②

②
建設発生土の発生を抑えるとともに、発生した建設発生土は
地区内利用及び公共工事間での流用を検討する。

○ ○ ✓ ✓ 1-2①,2-1①

③
資材等の選定に当たっては、耐久性が高く、再資源化しやす
いもの、環境負荷の少ないもの、再生品を優先的に使用する
よう努める。

○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③

④ 日頃適切な補修管理に努める。 ○ ○ ✓ ✓ 1-2④

⑤
道路改築や補修時には、原則として分別解体を条件として発
注し、発生した廃棄物ができるだけリサイクルされるよう努
める。

○ ○ ✓ ✓ 1-2④

基本方向２ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

限りある資源を大切にする循環型社会づくり

個
別
事
項

基本方向１ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

新たなエネルギーが普及した自立分散型の低炭素社会づ
くり

配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

各種計画との整合等

個別
事項

個別
事項



計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　森林の整備と保全

個別
事項

① 県産木材の積極的活用を図る。 ○ ○ ○ ✓ ✓ 1-2③,1-3①

基本的配慮事項　２　生物多様性の保全

① 在来植生に配慮し、敷地の緑化を推進する。 ○ ○ 2-2②

② 表土の保全に努める。 ○ ○ ○ 2-1④2-2①③④

③ 野生生物の生息空間に配慮した施設整備に努める。 ○ ○ 2-1⑤

④
さいたまレッドデータブック等に基づき希少野生生物の生
息・生育状況を把握する。

○ ○ ○ ✓ 2-1②

⑤ 希少野生生物の生息・生育空間の確保に努める。 ○ ○ 2-1③

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　大気環境の保全

① 工事施工中の粉じん対策を図る。 ○ ○ ✓ ✓

再掲（環境に配慮した交通の実現）

基本的配慮事項　２　公共用水域・地下水及び土壌の汚染防止

① 水質等の保全を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1③,2-1④

② 地下水汚染防止対策に努める。 ○ ○ ✓ ✓

基本的配慮事項　３　身近な生活環境の保全

① 騒音・振動対策を適切に実施する。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

② 環境対策型建設機械の採用を図る。 ○ ○ ✓ ✓ 1-1①

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

安心・安全な環境保全型社会づくり

個
別
事
項

基本方向４ 配慮時期 チェック

備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

恵み豊かなみどりや川に彩られ、生物の多様性に富んだ
自然共生社会づくり

基本方向３ 配慮時期 チェック

個
別
事
項

個別
事項

個別
事項



基本的配慮事項　４　環境分野の災害への備えの推進

個別
事項

①
防災機能の強化と災害時に活用可能な再生可能エネルギー等
によるインフラの整備を図る。

○ ○ ○ ○

計
画
段
階

設
計
段
階

施
工
段
階

管
理
段
階

該
当

実
施

基本的配慮事項　１　環境と共生する地域づくりの推進

個別
事項

① 周辺の景観に調和する施設整備に努める。 ○ ○ ✓ 2-2⑥

(ｂ/ａ(%)) (a) (b)

16 12

【実施率の算出方法】

1 ） 該当欄は、該当する項目に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ａ)する。

2 ） 実施欄は、実施した(実施を決定した)事項に✔印をつけ、✔の合計数を記入(ｂ)する。

3 ）
実施率は、次の式で算出する。　実施率（％）＝　b ÷ a×
100

【総合評価の評価基準】

5 ： 実施率が９０％以上で、かつ、技術・社会動向からみて最大限の措置を講じている。

4 ： 実施率が８０％以上で、かつ、基準５には及ばないが一定レベルの措置を講じている。

3 ： 実施率が、７０％以上である。

2 ： 実施率が、５０％以上７０％未満である。

1 ： 実施率が、５０％未満である。

 なお、総合評価が２以下の事業にあっては、様式第１号の「配慮できなかった事項及び理由、又
は今後の事業にあたっての配慮すべき事項」欄に、配慮が欠けることとなった理由等について、必
ず記入する。総合評価が３以上の事業についても、同欄に、今後の事業にあたっての配慮すべき事
項について、記入する。

80.0%

総合評価 4

※　総合評価が４以上の事業にあっては、様式第１号の「特に配慮した事項」欄に、その評価に値
する措置の内容について、必ず記入する。

基本方向５ 配慮時期 チェック 備考

従前の配慮事項
（個別事項）と
の対応状況

環境の保全・創造に向けて各主体が取り組む協働社会づ
くり

実施率 合計


